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淀川河川公園 地域協議会 会議録 
 

 

 

■開催概要 

開催日時：平成 25 年 1 月 18 日(金) 13：25～17：00     場 所：八幡市文化センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．上流域公園整備計画の進捗状況について 

 

[行政] 

・昨年度にまとまった計画を着実に進めていた

だいていることに、お礼を申し上げたい。 

・サービスセンターの整備は、地域の賑わい拠

点として、１年でも早く完成をお願いしたい。 

・背割堤地区の整備にあたっては、現在活動さ

れている団体などが、さらに多くの利用がされる

よう、取組や仕掛けを考えていただきたい。 

[地域住民代表] 

・もっと八幡市の人が使えるものをつくってほし

い。 

[行政] 

・今日現地に行き、整備が着実に進んでいると肌で感じた。今後とも引き続きお願いしたい。 

・現地では、老若男女いろんな方が来られて自然の中で遊ぶということで、安全面が心配になった。 

・安全面については特にブッシュが気になった。自然の中で遊ぶので一定のリスクはつきものだが、リスクコントロールも必要だと島

本地区、背割地区ともに感じた。 

[事務局] 

・安全面は親水エリア最大の課題と認識している。 
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■説明資料 

 ・資料 1－１ 背割堤地区公園整備の進捗状況 

 ・資料 1－２ 島本地区公園整備の進捗状況 

 

■検討資料 

   ・資料 2 河川公園における多目的な利用の促進に向けた

取組（案） 

   ・資料 3 公園利用のマネジメントについて 

 

■参考資料 

・参考資料 背割堤地区、島本地区公園整備計画 

・参考資料 平成 23 年度第 2 回上流域地域協議会会議録

議事次第 

 

1．開   会 

2．出席者紹介 

3．設置要綱の更新について 

4．これまでの経緯 

5．議   事 

（1）上流域公園整備計画の進捗状況について 

（2）河川公園における多目的な利用の促進に向けた取組に

ついて 

（3）公園利用のマネジメントについて 

6．今後の予定 

7．閉   会 

 

平成 25 年度第１回淀川河川公園上流域地域協議会 
平成 25 年 8月 6 日 

参考資料３ 
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・何をつくるかよりもどのような利用ルールとするかが一番のポイントである。一定の方向性が出たらご報告したい。 

[行政] 

・野球場等の運動施設が利用しにくい。利用のルール、申請方法、使用許可の取得方法、使用可能日等がわかりにくいのではな

いか。 

・島本町内での利用頻度や利用率を教えてほしい。 

・道路から淀川河川公園へのアクセスが認識できて、人が遊びに来やすくなるものがあった方がいい。 

・島本町にも常時の船着き場の整備を検討していただきたい。 

[事務局] 

・基本的な利用方法はインターネット予約だが、初回はサービスセンターで登録する必要があり不便なところがあるため、改善の余

地がある。 

・島本町民の利用率や島本町民の団体の予約状況を調査する。 

・看板については、公園全体で見直しを検討しており、それに基づいて整備をしていく。 

・船着き場については、要望が大きくなり利用見込みが分かればご相談いただきたい。 

[行政] 

・整備にともない公園から水面や対岸が見えるようになると思うが、その状態をどこまで維持できるかという感想を抱いた。 

・島本地区も大山崎地区も、国道171号からのアクセスが分かりづらく、サインだけでは解消できなさそうなので、アクセスの整備も今

後必要と思う。 

・緊急輸送道路が右岸、左岸とも整備でき、縦断方向のつながりは出てきたが、今後、利用にあたっては、横断的なアクセスも含め

た公園のつながりを考える必要がある。 

[学識者委員] 

・広域的な利用者の方であればなおさら分かりにくい。アクセス整備は公園事業ではないとは思うが、利用率を上げるという意味で

は考えていくべき点である。 

[事務局] 

・大山崎町さんとも相談しながら工夫していきたい。 

[行政] 

・島本地区は夏場は利用者にとってつらい環境になるため緑陰をできるだけ確保していただきたい。 

・背割堤地区では、ソメイヨシノの維持管理に注意が必要だと思う。土着の桜を混ぜて植栽する検討をしてはどうか。 

 

２．淀川河川公園における多目的な利用の促進に向けた取組（案）についての説明 

 

[地域住民代表] 

・淀川河川公園は、広場はあっても親子で遊ぶ場所があまりないように思う。 

[行政] 

・八幡市内のグラウンドでは、グラウンドゴルフ、サッカー、陸上、野球で必要な芝の長さが違うことから利用者どうしの摩擦があった。

淀川河川公園の多目的広場の利用にあたっては、摩擦が生じないようにする必要がある。 

[事務局] 

・淀川河川公園では、できる範囲で草を刈っており、今後も現状の中で利用していただくしかない。これについては誤解を招かない

よう広報していく際に気をつけたい。 

[学識者委員] 

・グラウンドゴルフの利用者はかなり多いのか。 

[事務局] 

・高齢者が多く、平日に大きな大会を実施するため貸してほしいという話がある。利用人数や利用度合いの伸び率等については勢

いがあると思っている。 

[学識者委員] 

・下流域、中流域の地域協議会では既に承認されているとのことなので、上流域もグラウンドゴルフの平日利用を追加するというこ

とで良いか。（「異議なし」の声あり。） 

 

３．最後に。 

 

[斉藤委員] 

・地元自治体の課題として今後の利用促進について考えていきたい。 

[地域住民代表] 
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・河川の公園利用の仕方については年齢層によって意見が違う。子供から老人まで使えるエリアづくりは大変難しいことだと思う。 

・島本地区にゲートボール場をつくっていただいたが、河川まで行かなくても利用できるゲートボール場があったため、使わなかっ

た。ニーズをうまくつかんでいく事も会議の役目の一つであり今後の問題として十分考えていくべきだと思う。 

[学識者委員] 

・国と基礎自治体の間のコミュニケーションができているのかが問題だ。例えば、国営公園ができても都市計画や緑のマスタープラ

ンは変わっていない。 

・公園利用のマネジメントを議論するのは非常に難しいので、公園等を管理している側のノウハウを検討しながらルールづくりを幅

広く考えていきたい。 

[学識者委員] 

・この地域協議会では今までハードを中心に検討してきたがマネジメントやソフト部門について審議していく時期に来ており、地域

協議会としても進化していく必要がある。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【お問い合わせ先】 

近畿地方整備局 淀川河川事務所 河川公園課 

〒573-1191 大阪府枚方市新町 2 丁目 2 番 10 号 

TEL：072-843-2861(代)  FAX：072-843-0910  E-mail: yodogawa-kouen@kkr.mlit.go.jp 
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当日配布した資料などは、下記 Web サイトにて、公表しています。詳細は、Web サイトを参照願います。 

http://www.yodogawa.kkr.mlit.go.jp/activity/comit/park_kyougi/index.html 

 


